













































































【研究方法】 対象者 :Bさん 70歳代男性,骨髄異形成症

























































































に, 夜間眠れない状況にあった. (NRS7) 医師と相談し,
NSAIDsの使用や温罨法など計画し,実施した.その後,
化学療法が開始になったが,疼痛の状況は変わらず,夜
間も眠れなかった. そこで, オピオイドを開始したとこ
ろ,?全く痛くなくなった.夜も眠れるし,飲み始めてか
らよくなったよ.」と発言が聞かれ,徐々に疼痛軽減し,夜
間の睡眠が得られるようになった.しかし,数日後,両側
肩甲骨から背部への疼痛出現あり (NRS5)再び睡眠が障
害され,?痛くて,眠れないよ.」と苦痛の訴えが聞かれた.
また,起き上がり動作の困難感や腰に手を当てて歩く様
子も見られた. A氏は痛みがあっても,レスキューの使
用を希望されないことが多かった.そこで,レスキュー
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